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及お
い
か
わ川　

正ま
さ
や也

（
毎
日
新
聞
専
門
編
集
委
員
）

大
統
領
選
へ
Z
世
代
争
奪
戦

じ
わ
り「
バ
イ
デ
ン
離
れ
」

共
和
党
地
盤
で
は
強
み
続
く

　

2
0
2
4
年
米
大
統
領
選
は
、
世
代
間
の
大
き
な
地
殻
変
動
期
に

重
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
若
者
世
代
の
中
核
と
な
る
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
が
有
権
者
の
ほ
ぼ
半
数
に
達
し
、
そ
の
影
響

力
が
増
大
す
る
か
ら
だ
。
と
り
わ
け
、人
口
の
約
半
数
を
「
非
白
人
」

が
占
め
る
Z
世
代
は
人
種
や
民
族
の
多
様
性
に
富
み
、
旧
来
の
「
白

人
・
男
性
」
中
心
の
国
の
あ
り
方
を
変
え
る
潜
在
力
を
秘
め
る
。
共

和
党
よ
り
も
民
主
党
へ
の
支
持
が
多
い
と
さ
れ
る
が
、
政
党
よ
り
も

政
策
に
関
心
が
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
、
ど
ち
ら
に
有
利
に
な
る
か
を

予
測
す
る
の
は
難
し
い
。

国
連
総
会
で
の
ア
ピ
ー
ル

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
9
月
19
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で

開
催
さ
れ
た
国
連
総
会
の
一
般
討
論
演
説
の
冒
頭
で
こ
う
述
べ
た
。

「
指
導
者
た
ち
よ
、
世
界
史
の
変
曲
点
に
あ
っ
て
、
世
界
の
視
線
は

私
た
ち
全
員
に
注
が
れ
て
い
る
。子
ど
も
た
ち
が
飢
え
る
こ
と
な
く
、

誰
も
が
質
の
高
い
医
療
を
受
け
、
労
働
者
が
力
を
与
え
ら
れ
、
環
境

バイデン政権

定点
観測
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が
保
護
さ
れ
、
起
業
家
や
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
機
会

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
紛
争
が
平
和
的
に
解
決
さ
れ
、
各
国
が
独
自

の
道
を
切
り
開
く
こ
と
が
で
き
る
世
界
に
向
け
て
指
導
力
を
発
揮
す

る
の
が
、
米
国
の
任
務
だ
」

　

国
連
は
、
世
界
的
な
課
題
を
各
国
が
手
を
携
え
て
解
決
に
導
こ
う

と
す
る
国
際
協
調
の
場
で
あ
る
。
隣
国
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
攻
め
入
っ

た
ロ
シ
ア
の
侵
略
を
ど
う
停
止
さ
せ
る
か
。
人
類
を
破
滅
に
追
い
や

る
核
兵
器
を
禁
止
す
る
に
は
ど
ん
な
努
力
が
必
要
か
。
極
度
の
貧
困

と
飢
餓
に
苦
し
む
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
人
々
を
ど
う
救
う
か
。
気
候
変

動
に
対
し
て
そ
の
責
任
を
負
う
先
進
国
と
、
そ
の
被
害
を
受
け
る
途

上
国
が
足
並
み
を
揃
え
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。
人
種
や
性
別

の
違
い
を
超
え
、
性
自
認
を
認
め
合
い
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
根
絶
す

る
に
は
ど
ん
な
策
が
効
果
的
か
。

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
演
説
は
、
地
球
規
模
の
課
題
に
網
羅
的
に
言

及
し
た
が
、
と
り
わ
け
重
視
し
た
の
が
、
多
様
性
と
人
権
重
視
の
姿

勢
だ
。「
女
性
と
少
女
が
平
等
な
権
利
と
社
会
参
加
を
享
受
で
き
る

よ
う
努
力
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

先
住
民
族
、
人
種
的
、

民
族
的
、宗
教
的
少
数
派
、障
害
を
持
つ
人
々
が
制
度
的
差
別
に
よ
っ

て
そ
の
可
能
性
を
抑
圧
さ
れ
、
L
G
B
T
Q
I
＋
（
性
的
少
数
派
）

の
人
々
が
そ
れ
を
理
由
に
訴
追
さ
れ
た
り
、
暴
力
の
標
的
に
さ
れ
た

り
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
の
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
特
に
重

視
す
る
若
者
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
え
よ
う
。

　

米
国
勢
調
査
局
の
基
準
で「
1
9
9
7
年
〜
2
0
1
2
年
生
ま
れ
」

国連総会で演説するバイデン米大統領＝９月19日、ニューヨークの国連本部で。米
ホワイトハウスのフェイスブックから
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の
人
口
群
に
区
切
ら
れ
る「
Z
世
代
」（
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
Z
）は
、

世
界
の
総
人
口
の
26
％
を
占
め
る
と
い
わ
れ
る
。
約
20
億
人
だ
。
ほ

と
ん
ど
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
通
じ

る
デ
バ
イ
ス
で
チ
ャ
ッ
ト
を
楽
し
む
、生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
の「
デ

ジ
タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ
」
世
代
と
も
言
わ
れ
る
。
身
近
な
友
人
の
近

況
か
ら
遠
く
離
れ
た
世
界
の
状
況
ま
で
を
瞬
時
に
把
握
し
、
気
候
変

動
や
貧
困
と
い
っ
た
国
際
的
な
問
題
に
も
関
心
を
寄
せ
る
。

　

こ
の
世
代
の
年
長
組
（
2
0
2
3
年
時
点
で
26
歳
）
は
、
幼
少
期

に
米
同
時
多
発
テ
ロ
と
そ
れ
に
続
く
対
テ
ロ
戦
争
、
十
代
で
金
融
危

機
を
引
き
起
こ
し
た
「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」、
相
次
ぐ
銃
乱
射

事
件
や
白
人
警
官
に
よ
る
黒
人
へ
の
暴
行
・
銃
撃
事
件
、
二
十
代
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
世
界
的
大
流
行
）

な
ど
を
経
験
し
た
。
家
族
や
親
族
、
友
人
に
戦
争
体
験
者
や
失
業
者

が
多
く
、
反
戦
志
向
が
強
く
、
健
康
や
生
活
の
安
定
を
重
視
す
る
傾

向
に
あ
る
。

　

こ
の
世
代
は
、
2
0
2
0
年
大
統
領
選
で
民
主
党
の
バ
イ
デ
ン
氏

の
勝
利
を
後
押
し
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
米
国
勢
調
査
局

に
よ
れ
ば
、
米
国
史
上
最
高
の
1
億
5
4
6
0
万
人
が
投
票
し
た
こ

の
選
挙
で
、
バ
イ
デ
ン
氏
は
8
1
0
0
万
票
以
上
を
獲
得
し
、
共
和

党
の
現
職
大
統
領
だ
っ
た
ト
ラ
ン
プ
氏
に
7
0
0
万
票
以
上
の
差
を

つ
け
て
勝
利
し
た
。
当
時
Z
世
代
の
最
年
長
は
23
歳
だ
っ
た
が
、
米

メ
デ
ィ
ア
の
出
口
調
査
に
よ
る
と
、
18
歳
か
ら
24
歳
の
65
％
が
バ
イ

デ
ン
氏
に
投
票
し
、
他
の
い
ず
れ
の
年
齢
層
よ
り
も
11
〜
18
㌽
多

2021年の米国の世代別人口分布
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か
っ
た
。

　

同
じ
民
主
党
で
は
、
1
9
9
2
年
大
統
領
選
で
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト

ン
氏
を
勝
利
に
導
い
た
の
が
戦
後
生
ま
れ
の
「
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
」

（
1
9
4
6
年
〜
1
9
6
4
年
生
ま
れ
）
で
あ
り
、
2
0
0
8
年
に

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
氏
を
押
し
上
げ
た
の
が「
ミ
レ
ニ
ア
ル
」（
1
9
8
1

年
〜
1
9
9
6
年
生
ま
れ
）
だ
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
バ
イ
デ
ン

氏
に
と
っ
て
は
Z
世
代
が
大
き
な
味
方
に
な
っ
た
。
当
然
、
Z
世
代

の
取
り
込
み
は
2
0
2
4
年
大
統
領
選
で
の
再
選
戦
略
の
重
要
な
柱

と
な
る
。
バ
イ
デ
ン
陣
営
は
早
く
か
ら
そ
の
手
を
打
っ
て
き
た
。

バ
イ
デ
ン
氏
の
応
援
団
に

　
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
・
チ
ー
ム
」。
2
0
2
1
年
1
月
の
大
統
領

就
任
後
、ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
広
報
チ
ー
ム
は
、若
い
有
権
者
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
広
め
る
た
め
、T

ikT
ok

の
ス
タ
ー
な
ど
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と
の
関
係
を
深
め
て
き
た
。
そ
の
一

人
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
4
年
生
の
ビ
ク

タ
ー
・
シ
ー
氏
（
21
）
が
い
る
。
シ
ー
氏
は
、
日
頃
、
23
万

8
0
0
0
人
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
に
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
政
策
実
績
に

つ
い
て
1
日
に
何
十
回
も
ツ
イ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
8
月
15
日
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
中
西
部
ウ
ィ
ス
コ
ン

シ
ン
州
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
を
訪
問
し
て
演
説
し
た
様
子
を
投
稿
サ
イ

ト
「
X
」（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
で
ラ
イ
ブ
中
継
し
、「
ダ
ー
ク
・
ブ
ラ

ン
ド
ン
が
再
び
立
ち
上
が
り
、（
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
選
出
の
共
和

党
上
院
議
員
）
ロ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
悲
惨
な
経
済
ビ
ジ
ョ
ン
に
一

撃
を
食
ら
わ
せ
た
。
こ
れ
が
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
だ
」
と
打
ち
込
ん

だ
。「
ダ
ー
ク
・
ブ
ラ
ン
ド
ン
」
と
は
、
顔
写
真
を
加
工
し
て
目
を

赤
く
光
ら
せ
た
バ
イ
デ
ン
氏
の
「
別
称
」
だ
。「
ブ
ラ
ン
ド
ン
」
は

著
名
な
レ
ー
サ
ー
の
名
前
で
、
力
強
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
際
に
よ
く

使
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
は
全
米
の
主
要
メ
デ
ィ
ア
の
目
に
と
ま
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
頻
繁
に
ケ
ー
ブ
ル
ニ
ュ
ー
ス
の
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
演
し
て

い
る
。
8
月
17
日
に
は
保
守
系
F
O
X
ニ
ュ
ー
ス
に
出
演
し
、「
バ

イ
デ
ン
政
権
は
、
何
十
年
も
学
生
ロ
ー
ン
の
返
済
を
続
け
る
人
々
を

助
け
て
い
る
」
と
訴
え
た
。
米
政
治
専
門
メ
デ
ィ
ア
「
ポ
リ
テ
ィ
コ
」

に
よ
る
と
、「
放
送
や
ネ
ッ
ト
上
で
最
も
多
弁
な
バ
イ
デ
ン
大
統
領

の
擁
護
者
の
一
人
」
で
あ
り
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
活
動
の
支
援
を

申
し
出
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
C
N
N
に
よ
れ
ば
、
今
春
、
バ
イ
デ
ン
政
権
が
銃
暴
力
防

止
団
体
と
「
学
校
や
キ
ャ
ン
パ
ス
で
若
い
有
権
者
に
関
与
し
て
も
ら

う
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ
リ
ー
ズ
」
の
提
携
を
始
め
た
こ
と
を
発

表
し
た
後
、
政
権
と
民
主
党
全
国
委
員
会
（
D
N
C
）
幹
部
が
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ら
と
電
話

協
議
を
行
い
、
協
力
を
呼
び
か
け
た
。
バ
イ
デ
ン
政
権
は
若
者
に
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
う
し
た
活
動
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
ネ
ッ
ト
住
民
」
と
も
言
わ
れ
る
Z
世
代
は
精
神
的
に
不
安
定
で

内
向
的
と
見
ら
れ
が
ち
だ
が
、「
そ
う
で
は
な
い
」
と
全
米
教
育
・
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経
済
セ
ン
タ
ー
の
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
最
高
経
営
責
任
者

（
C
E
O
）
は
米
誌
フ
ォ
ー
ブ
ス
に
語
っ
て
い
る
。「
前
例
の
な
い
挑

戦
に
直
面
し
て
い
る
こ
の
世
代
の
若
者
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
難
題
を

効
果
的
に
乗
り
越
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
の
世
界
と
そ
の

未
来
を
よ
り
良
い
も
の
に
変
え
る
た
め
の
変
革
運
動
を
積
極
的
に
起

こ
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
陰
謀
論
を
拡
散
し
、
民
主
主
義
制
度
を

弱
体
化
さ
せ
、
政
治
的
急
進
主
義
を
助
長
し
て
い
る
側
面
が
あ
る
の

は
事
実
だ
が
、
そ
の
担
い
手
の
ほ
と
ん
ど
は
Z
世
代
よ
り
ず
っ
と
上

の
世
代
だ
。
若
者
た
ち
は
む
し
ろ
、
得
意
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
て
食
糧
不
足
、
気
候
変
動
、
人
種
差
別
な
ど
の
問
題
を
率
先
し
て

解
決
し
て
い
る
。
そ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
て
有
権
者
登
録
を

促
し
、
地
方
、
州
、
連
邦
の
選
挙
に
候
補
者
を
擁
立
し
、
当
選
さ
せ

て
い
る
と
い
う
。

　

2
0
2
2
年
中
間
選
挙
で
連
邦
下
院
議
員
選（
フ
ロ
リ
ダ
州
選
出
）

に
勝
利
し
た
民
主
党
の
革
新
活
動
家
マ
ク
ス
ウ
ェ
ル
・
ア
レ
ハ
ン
ド

ロ
・
フ
ロ
ス
ト
氏
も
、
そ
の
ひ
と
り
だ
ろ
う
。
1
9
9
7
年
1
月
生

ま
れ
、
25
歳
で
就
任
し
た
初
の
Z
世
代
連
邦
議
員
だ
。
2
0
1
8
年

に
フ
ロ
リ
ダ
州
の
高
校
で
起
き
た
銃
乱
射
事
件
を
受
け
て
結
成
さ
れ

た
反
銃
暴
力
団
体
「M

arch for O
ur Lives

」
や
、
ア
メ
リ
カ
自

由
人
権
協
会
（
A
C
L
U
）
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
動
し
、

若
者
が
関
心
を
持
つ
銃
暴
力
の
撲
滅
、
気
候
変
動
へ
の
対
応
、
中
絶

の
権
利
の
保
護
な
ど
を
中
心
に
訴
え
た
。

　

フ
ロ
ス
ト
氏
は
多
様
性
も
反
映
し
て
い
る
。
現
在
26
歳
だ
が
、
平

均
年
齢
が
58
歳
の
下
院
議
員
の
中
に
あ
っ
て
は
突
出
し
て
若
い
。
学

歴
が
高
い
の
も
連
邦
議
員
の
特
徴
だ
が
、大
学
は
卒
業
し
て
い
な
い
。

白
人
が
多
い
中
、
唯
一
の
キ
ュ
ー
バ
系
黒
人
だ
。
多
様
性
を
体
現
す

る
フ
ロ
ス
ト
氏
を
支
援
し
た
の
は
、
大
統
領
選
民
主
党
予
備
選
に
立

候
補
し
た
経
験
を
持
つ
ベ
テ
ラ
ン
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
上

院
議
員
や
バ
ー
ニ
ー
・
サ
ン
ダ
ー
ス
上
院
議
員
ら
だ
っ
た
。
特
色
の

あ
る
若
い
議
員
は
今
後
も
増
え
続
け
る
だ
ろ
う
。

政
治
参
加
に
熱
心
な
Z
世
代

　

Z
世
代
が
政
治
参
加
に
積
極
的
な
こ
と
を
示
す
数
字
も
あ
る
。
今

年
8
月
、
米
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
タ
フ
ツ
大
学
を
拠
点
に
若
者

の
政
治
動
向
を
研
究
し
て
い
る
「
市
民
学
習
・
参
画
情
報
調
査
セ
ン

タ
ー
」（
C
I
R
C
L
E
）
が
国
勢
調
査
を
も
と
に
分
析
・
発
表
し

た
調
査
に
よ
る
と
、
最
近
の
4
世
代
が
そ
れ
ぞ
れ
18
〜
24
歳
の
年
齢

層
す
べ
て
に
達
し
た
時
の
最
初
の
中
間
選
挙
の
投
票
率
を
比
較
し
た

と
こ
ろ
、
過
去
50
年
で
最
も
高
か
っ
た
の
が
、
Z
世
代
だ
っ
た
と
い

う
。

　

国
勢
調
査
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
2
0
2
2
年
中
間
選
挙
で
Z
世

代
に
あ
た
る
18
〜
24
歳
の
投
票
率
は
28
・
4
％
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、

ミ
レ
ニ
ア
ル
の
2
0
0
6
年
の
23
％
、
X
世
代
（
1
9
6
5
年
〜

1
9
8
0
年
生
ま
れ
）
の
1
9
9
0
年
の
23
・
5
％
を
大
き
く
上
回

り
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
に
と
っ
て
2
回
目
と
な
る
1
9
7
4
年
の
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27
・
9
％
よ
り
も
高
い
（
そ
れ
以
前
の
投
票
率
デ
ー
タ
は
入
手
で
き

な
い
）。
C
I
R
C
L
E
は
「
現
在
の
若
者
は
こ
こ
数
十
年
で
最
も

選
挙
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

　

戦
後
、
世
代
は
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
→
X
世
代
→
ミ
レ
ニ
ア
ル

→
Z
世
代
と
移
り
変
わ
り
、現
在
は
便
宜
的
に
「
Z
世
代
ア
ル
フ
ァ
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
る
。
既
存
の
文
化
に

対
抗
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
の
担
い
手
だ
っ
た
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
は
1
9
7
0
年
代
の
文
化
戦
争
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
。

1
9
9
0
年
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
革
命
を
経
験
し
た
X
世
代
は
起

業
家
精
神
に
富
み
、
グ
ー
グ
ル
の
ラ
リ
ー
・
ペ
イ
ジ
氏
や
ヤ
フ
ー
の

ジ
ェ
リ
ー
・
ヤ
ン
氏
、
テ
ス
ラ
の
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
氏
な
ど
多
く

の
I
T
企
業
創
業
者
を
輩
出
し
た
。

　

今
後
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
と
Z
世
代
が
時
代
の
中
心
と
な
り
、
そ
の

政
治
的
な
影
響
力
は
無
視
で
き
な
く
な
る
。
国
勢
調
査
局
な
ど
の
予

測
に
よ
れ
ば
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
と
Z
世
代
の
有
権
者
人
口
は
、

2
0
2
4
年
に
48
・
5
％
、
2
0
2
8
年
に
は
過
半
数
を
超
え
て

54
・
1
％
と
拡
大
し
、
2
0
3
6
年
ま
で
に
は
6
割
を
超
え
て
61
・

5
％
に
達
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
続
く
と
見
ら
れ
る
人
種

の
多
様
化
や
文
化
の
対
立
は
社
会
に
複
雑
な
影
響
を
与
え
る
だ
ろ
う

が
、
社
会
性
の
強
い
こ
う
し
た
世
代
が
そ
の
困
難
を
乗
り
切
る
可
能

性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

政
党
よ
り
政
策
を
重
視

　

そ
れ
で
は
、若
者
世
代
の
中
で
も
こ
れ
か
ら
台
頭
す
る
Z
世
代
は
、

民
主
党
と
共
和
党
の
ど
ち
ら
に
有
利
に
働
く
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
を
検
討
す
る
前
に
、
興
味
深
い
調
査
を
紹
介
し
た
い
。
C 

I
R
C
L
E
で
選
挙
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
若
者
の
選
挙
行
動

を
研
究
し
て
い
る
ル
ビ
ー
・
ベ
ル
・
ブ
ー
ス
氏
に
よ
れ
ば
、
ミ
レ
ニ

ア
ル
の
若
年
層
と
Z
世
代
の
年
長
層
が
ほ
ぼ
半
々
を
占
め
る
18
〜
29

歳
の
年
齢
層
は
、「
ど
の
政
党
に
忠
誠
を
誓
う
か
で
は
な
く
、
自
分

た
ち
が
優
先
す
る
政
策
に
忠
誠
を
誓
っ
て
い
る
」
と
言
う
。

　

こ
の
年
齢
層
を
対
象
に
11
項
目
（
大
統
領
、
連
邦
議
会
、
民
主
党
、

共
和
党
、
州
政
府
、
大
学
、
警
察
、
主
要
メ
デ
ィ
ア
、
大
企
業
、
科

学
研
究
、
仲
間
・
隣
人
）
に
つ
い
て
、
そ
の
「
信
頼
度
」
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、最
も
高
か
っ
た
の
は
「
科
学
研
究
」
の
63
％
、最
も
低
か
っ

た
の
は
「
大
企
業
」
の
11
％
だ
っ
た
。「
民
主
党
」
と
「
大
統
領
」

が
と
も
に
6
位
で
30
％
、「
共
和
党
」
は
「
主
要
メ
デ
ィ
ア
」
と
と

も
に
続
く
8
位
で
23
％
、「
連
邦
議
会
」
は
10
位
の
20
％
だ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
わ
か
る
の
は
、
政
党
政
治
を
あ
ま
り
信
頼
し
て
い
な
い
実

態
だ
。

　

一
方
で
注
目
す
べ
き
は
、
ト
ッ
プ
が
「
科
学
研
究
」
で
あ
る
こ
と

だ
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
最
先
端
に
身
を
置
く
若
者
層
の
中
に
は
、
こ
れ

を
武
器
に
有
権
者
と
政
治
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
よ
う
と
す
る
試
み

も
あ
る
。
政
治
サ
イ
ト
「
ガ
バ
ニ
ン
グ
」
に
よ
る
と
、
大
学
院
生
2
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人
組
が
2
0
1
5
年
に
立
ち
上
げ
た
選
挙
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

「BallotReady

」
は
、
地
域
間
で
の
有
権
者
の
情
報
格
差
を
埋
め
る

デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
全
米
50
州
で
有
権
者

が
数
十
万
人
の
候
補
者
や
議
員
の
デ
ー
タ
を
入
手
で
き
る
よ
う
支
援

し
て
い
る
と
い
う
。

　

ブ
ー
ス
氏
に
よ
る
と
、こ
う
し
た
若
者
た
ち
を
突
き
動
か
す
の
は
、

こ
れ
ま
で
の
世
代
は
痛
感
し
て
こ
な
か
っ
た
気
候
変
動
の
差
し
迫
っ

た
脅
威
や
、
放
置
さ
れ
て
き
た
銃
の
危
険
性
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
憲

法
上
の
権
利
が
覆
さ
れ
た
こ
と
へ
の
懐
疑
心
な
ど
だ
。
こ
れ
ら
の
問

題
を
巡
っ
て
政
治
は
対
立
し
、
社
会
の
分
断
が
深
ま
り
、
政
策
の
多

く
が
停
滞
し
て
進
ま
な
い
と
い
う
現
状
に
若
者
た
ち
は
不
満
を
募
ら

せ
て
い
る
と
い
う
。
若
者
世
代
に
広
が
る
政
治
不
信
は
危
険
水
域
に

達
し
て
い
る
。

経
済
問
題
が
最
大
の
焦
点

　

先
の
調
査
で
も
う
一
つ
、
若
者
世
代
の
意
識
を
反
映
し
て
い
る
の

が
、「
大
企
業
」
が
最
下
位
だ
っ
た
こ
と
だ
。
格
差
を
助
長
す
る
代

表
格
と
見
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。表
裏
を
な
す
別
の
調
査
が
あ
る
。

同
じ
く
C
I
R
C
E
が
昨
年
の
中
間
選
挙
後
、若
者
に
実
施
し
た「
政

策
重
要
度
」
調
査
に
よ
る
と
、
対
象
8
項
目
（
イ
ン
フ
レ
、
中
絶
、

雇
用
・
給
与
、
気
候
変
動
、
銃
暴
力
撲
滅
、
人
種
差
別
、
住
宅
価
格
、

医
療
費
）
の
う
ち
、最
も
重
視
し
た
の
が
「
イ
ン
フ
レ
」（
39
％
）
で
、

2
位
の「
中
絶
」（
30
％
）を
は
さ
ん
で
3
位
が「
雇
用
・
給
与
」（
26
％
）

若者の「信頼度調査」
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だ
っ
た
。

　

戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
が
実
現
し
て
き
た
「
マ
イ
ホ
ー
ム
」
の

夢
は
遠
の
き
、
国
の
経
済
や
身
近
な
生
活
が
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
と
い
う
現
実
が
、
若
者
世
代
の
先
行
き
へ
の
不
安
を
色
濃
く
さ
せ

て
い
る
。
ミ
レ
ニ
ア
ル
や
Z
世
代
が
信
用
す
る
の
は
、
自
分
た
ち
が

重
視
す
る
問
題
の
現
実
的
な
解
決
策
に
他
な
ら
な
い
。
民
主
党
で
あ

れ
共
和
党
で
あ
れ
、
そ
れ
を
示
せ
る
か
ど
う
か
が
重
要
で
あ
り
、
そ

う
で
な
け
れ
ば
支
持
政
党
で
あ
っ
て
も
背
を
向
け
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。

　

実
際
に
そ
う
し
た
動
き
は
出
て
い
る
。試
練
を
迎
え
て
い
る
の
は
、

バ
イ
デ
ン
氏
だ
。
き
っ
か
け
は
、
今
春
、
物
議
を
醸
し
て
き
た
ア
ラ

ス
カ
州
北
東
部
の
北
極
圏
国
立
野
生
生
物
保
護
区
で
の
原
油
掘
削
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
最
終
的
に
承
認
し
た
こ
と
だ
。
す
で
に
ト
ラ
ン
プ
前

政
権
の
決
定
事
項
だ
っ
た
と
バ
イ
デ
ン
政
権
は
説
明
す
る
が
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
ロ
シ
ア
へ
の
資
源
依
存
を
低
下
さ
せ
る
努
力
に

欧
州
諸
国
は
取
り
組
ん
で
お
り
、
将
来
的
な
資
源
確
保
の
思
惑
も
あ

る
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
激
怒
し
た
の
が
、
若
い
気
候
変
動
活
動
家
ら

だ
っ
た
。

　

若
手
活
動
家
ら
に
は
、
バ
イ
デ
ン
政
権
が
自
分
た
ち
の
利
益
を
優

先
す
る
た
め
に
、
若
年
層
の
利
益
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
と

映
っ
て
い
る
と
い
う
。
C
N
N
に
よ
る
と
、
若
者
主
導
で
気
候
変
動

に
取
り
組
む
団
体
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
」
に
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
が
接
触
し
、
共
和
党
と
闘
う
必
要
が
あ
る
と
説
明
し
て
い
る

Z世代の重要政策
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と
い
う
。だ
が
、選
挙
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
ミ
シ
ェ
ル
・

ワ
イ
ン
ド
リ
ン
グ
氏
は

「
右
派
に
反
対
す
る
理
由

だ
け
で
な
く
、
何
の
た
め

に
投
票
す
る
の
か
を
教
え

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
」

と
バ
イ
デ
ン
政
権
へ
の
不

信
を
口
に
し
て
い
る
。

有
利
な
の
は
民
主
か

共
和
か

　

Z
世
代
の
「
バ
イ
デ
ン

離
れ
」は
始
ま
っ
て
い
る
。

米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ

イ
ム
ズ
と
シ
エ
ナ
社
が
7

月
下
旬
に
実
施
し
た
世
論

調
査
で
は
、
18
〜
29
歳
の

有
権
者
が
バ
イ
デ
ン
氏
へ

の
不
満
を
強
め
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

「
非
常
に
好
感
が
持
て
る
」

と
答
え
た
の
は
わ
ず
か

4
％
で
、
全
体
の
17
％
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。
2
0
2
1
年
1

月
の
就
任
時
に
は
若
者
層
の
6
割
が
支
持
し
て
い
た
応
援
ぶ
り
を
振

り
返
る
と
、
あ
ま
り
に
大
き
い
落
差
だ
。「
若
年
層
は
、
バ
イ
デ
ン

氏
以
外
の
だ
れ
か
を
求
め
て
い
る
」
と
い
っ
た
声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら

聞
こ
え
る
。

　

Z
世
代
は
気
候
変
動
対
策
や
格
差
是
正
に
熱
心
な
民
主
党
を
支
持

す
る
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
共
和
党
に
も
勝
機
は
あ
る
。
ベ
ビ
ー

ブ
ー
マ
ー
や
X
世
代
は
年
齢
と
と
も
に
保
守
的
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
米
誌
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
民
主
党

タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
会
社
「
カ
タ
リ
ス
ト
」
の
選
挙
デ
ー
タ
を
も
と
に

元
全
米
労
働
総
同
盟
・
産
業
別
組
合
会
議
（
A
F
L−

C
I
O
）
政

治
部
長
の
マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ド
ホ
ル
ツ
ァ
ー
氏
が
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

過
去
4
回
の
選
挙
で
最
も
若
い
層
の
有
権
者
は
民
主
党
地
盤
の
州
で

は
民
主
党
に
投
票
す
る
一
方
、
共
和
党
地
盤
の
州
で
は
ほ
と
ん
ど
が

共
和
党
に
投
票
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
い
う
。

　

ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
誌
は
、
一
般
的
な
こ
と
と
し
て
、「
育
っ
た

地
域
、
両
親
、
通
っ
た
学
校
、
そ
し
て
一
般
的
な
政
治
が
大
き
な
要

因
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
れ
ば
、
ま
っ
た
く
驚
く
こ
と
で
は
な

い
」
と
し
て
い
る
。
従
来
の
民
主
党
地
盤
を
共
和
党
が
覆
す
の
は
容

易
で
は
な
い
し
、
そ
の
逆
も
ま
た
同
じ
だ
。
何
よ
り
大
統
領
選
で
重

要
な
の
は
、
全
体
の
勝
敗
を
決
す
る
激
戦
州
の
動
向
だ
。

C
I
R
C
L
E
な
ど
の
調
査
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で
は
や
は

り
政
策
が
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

及川　正也（おいかわ・まさや）氏
　早稲田大学政治経済学部卒。1988年毎日新聞社入社。92
年政治部。首相官邸や自民党、新進党、民主党など90年代～
2000年代の政界再編を取材。防衛省や外務省を長く担当
し、東西冷戦後の日本の外交・安全保障政策を取材した。05
年ワシントン特派員。アフガニスタン・イラク戦争やオバマ氏
が勝利した08年大統領選を取材。政治部、経済部、外信部各
副部長を経て13年北米総局長。16年大統領選ではトランプ氏
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民
主
党
に
と
っ
て
最
も
懸
念
す
べ
き
は
、
Z
世
代
が
投
票
所
か
ら

遠
の
く
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
予
測
す
る
の
が
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
ケ

ネ
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
政
治
学
研
究
所
の
世
論
調
査
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ

る
ジ
ョ
ン
・
デ
ラ
・
ヴ
ォ
ル
ペ
氏
だ
。
6
月
、
ブ
ロ
グ
に
「
2
0
1
8

年
、
2
0
2
0
年
、
2
0
2
2
年
と
、
若
者
の
選
挙
参
加
は
歴
史
的

な
レ
ベ
ル
を
更
新
し
て
き
た
。
そ
の
傾
向
に
赤
信
号
が
点
滅
し
て
い

る
」
と
書
き
込
ん
だ
。
若
年
層
が
民
主
党
か
ら
離
れ
、
無
党
派
層
に

移
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
共
和
党
に
も
民
主
党
に
も
満
足
し

な
い
層
は
膨
ら
ん
で
い
る
。

　

こ
う
し
た
傾
向
は
、
果
た
し
て
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
を
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
と
す
る
共
和
党
に
有
利
に
働
く
か
も
し
れ
な
い
。
共
和
党
内

に
は
、
激
戦
州
で
バ
イ
デ
ン
氏
に
批
判
的
な
高
齢
層
を
取
り
込
む
こ

と
で
、
Z
世
代
な
ど
若
者
層
の
存
在
を
相
殺
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

の
見
方
が
あ
る
。若
者
層
の
一
部
に
あ
っ
た
よ
う
に
、「
反
バ
イ
デ
ン
」

か
「
反
ト
ラ
ン
プ
」
か
の
天
秤
に
か
け
、「
ト
ラ
ン
プ
氏
よ
り
は
バ

イ
デ
ン
氏
の
方
が
マ
シ
」
と
考
え
て
投
票
し
た
過
去
の
例
を
民
主
党

は
今
回
も
期
待
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
Z
世
代

の
動
向
こ
そ
が
、
大
統
領
選
の
最
大
の
焦
点
に
な
る
の
は
、
間
違
い

な
い
だ
ろ
う
。


